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〜

　

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
て

一
ヵ
月
半
が
過
ぎ
ま
し
た
。
全
国

の
自
治
体
や
多
く
の
皆
様
方
か
ら

励
ま
し
の
電
話
や
手
紙
、
物
資
の

提
供
、
職
員
の
派
遣
等
、
数
多
く

の
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
も
な
お
、
地
震
・
津
波
に
加

え
東
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電
所

の
事
故
に
よ
り
、
見
え
な
い
放
射

能
の
恐
怖
の
中
で
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
一
刻
も
早

く
放
射
能
の
漏
え
い
、
放
出
を
止

め
、
事
故
収
束
を
図
る
こ
と
を
強

く
求
め
ま
す
。

　

東
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電
所

の
事
故
で
世
界
の「
フ
ク
シ
マ
」に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。「
福
島
」

と
い
う
名
称
を
、
原
発
で
使
わ
な

い
で
欲
し
い
。
放
射
能
で「
美
し

い
福
島
」を
汚
さ
な
い
で
欲
し
い

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

事
故
は
一
部
の
人
間
の
科
学
技

術
に
対
す
る
過
信
、
驕
慢
、
自
然

へ
の
畏
怖
、
畏
敬
、
謙
虚
さ
に
対

す
る
警
鐘
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。

　

市
民
を
守
る
た
め
、
国
に
対
し

て「
放
射
能
汚
染
に
よ
る
農
作
物

の
影
響
対
策
」と「
東
京
電
力
福
島

原
子
力
発
電
所
事
故
の
早
期
収
束

及
び
徹
底
し
た
情
報
公
開
と
俊
敏

な
対
策
を
求
め
る
緊
急
要
請
」を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

一
刻
も
早
く
放
射
能
の
漏
え
い

放
出
を
止
め
る
こ
と
。
放
射
能
検

査
機
能
の
県
内
へ
の
設
置
。
小
・

中
学
生
等
の
安
全
確
保
、
学
校
運

営
並
び
に
妊
産
婦
・
幼
児
等
に
係

わ
る
安
全
基
準
の
提
示
。
農
業
、

商
工
業
、
観
光
等
、
地
震
と
放
射

能
の
風
評
被
害
の
補
償
。
公
共
施

設
、
産
業
基
盤
の
早
期
復
旧
と
国

の
財
政
支
援
。
被
災
者
の
生
活
再

建
、
農
業
、
中
小
企
業
の
経
営
再

建
、
雇
用
対
策
。
被
災
自
治
体
、

支
援
を
行
う
自
治
体
に
対
す
る
財

政
支
援
に
つ
い
て
農
林
水
産
大
臣
、

厚
生
労
働
大
臣
に
要
請
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
東
京
電
力
と
国
に

対
し
て
強
く
要
請
し
て
参
り
ま
す
。

　

避
難
生
活
を
続
け
る
方
々
の
中

に
も
、
よ
う
や
く
こ
の
試
練
を
乗

り
越
え
て
い
こ
う
と
い
う
決
意
と

笑
顔
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

復
旧
か
ら
復
興
へ
！

　

地
域
の
特
性
を
生
か
し
職
住
機

能
や
防
災
機
能
に
優
れ
た
ま
ち
づ

く
り
・
地
域
づ
く
り
を
総
力
で
取

り
組
み
、
必
ず
や
復
興
で
き
る
も

の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
、
全
世
界
の
人
々
の
心
は
被

災
者
と
共
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
至

難
の
時
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
こ
と

を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

　

明
日
も
、
陽
は
昇
る
。

　

前
を
向
い
て
歩
こ
う
。

　

平
成
23
年
度
か
ら
市
内
で
新
た

に
農
業
に
取
り
組
む
人
や
市
内
農

家
の
後
継
者
を
、
農
業
技
術
の
習

得
を
目
的
と
し
た
研
修
生
と
し
て

受
け
入
れ
る
団
体
に
対
し
、
研
修

費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
を

始
め
ま
し
た
。

補
助
対
象
団
体

・
二
本
松
市
担
い
手
育
成
総
合
支

援
協
議
会
で
審
査
し
、
市
長
が

認
め
た
団
体

補
助
の
主
な
内
容

・
新
規
就
農
者
に
対
す
る
家
賃
の

一
部
補
助

・
新
規
就
農
者
に
対
す
る
生
活
費

の
一
部
補
助

・
新
規
就
農
者
等
に
技
術
指
導
を

行
う
者
に
対
す
る
補
助

・
研
修
生
受
入
団
体
に
対
す
る
事

務
経
費
補
助

　

な
お
、
こ
の
補
助
金
は
予
算
の

範
囲
内
で
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、

希
望
す
る
団
体
は
事
前
に
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

農
政
課
総
合
農
政
係

☎（
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）５
１
１
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住
宅
投
資
に
よ
る
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民

の
生
活
環
境
の
向
上
支
援
の
た
め
、

持
ち
家
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
等
の

資
金
助
成
を
行
い
ま
す
。

助
成
対
象
者　

次
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
す
者

①
市
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る

②
同
一
世
帯
に
属
す
る
者
全
員
が

市
税
を
完
納
し
て
い
る

助
成
対
象
住
宅　

市
内
に
存
す
る

持
家
住
宅
で
次
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
す
住
宅

①
一
戸
建
て
の
住
宅（
併
用
住
宅

は
住
宅
部
分
の
み
対
象
）

②
建
築
後
５
年
以
上
を
経
過
し
て

い
る
住
宅

③
過
去
に
、
こ
の
助
成
金
の
交
付

を
受
け
て
リ
フ
ォ
ー
ム
等
工
事

を
行
っ
て
い
な
い
住
宅

助
成
対
象
工
事　

次
の
要
件
を
す

べ
て
満
た
す
工
事

①
増
改
築
ま
た
は
リ
フ
ォ
ー
ム
の

工
事
費
が
50
万
円
以
上（
消
費

税
含
む
）の
工
事
で
あ
る
こ
と

②
市
内
に
主
と
な
る
事
業
所
も
し

く
は
本
社
を
有
す
る
法
人
ま
た

は
個
人
で
あ
る
業
者
が
施
工
す

る
工
事
で
あ
る
こ
と

助
成
率
・
助
成
額

　

助
成
対
象
工
事
に
要
す
る
費
用

の
10
％
に
相
当
す
る
額（
千
円
未

満
は
切
り
捨
て
）と
し
、
20
万
円

を
限
度
と
し
ま
す
。

申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
住
民
票
謄
本（
申
込
者
の
同
意

に
よ
り
省
略
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
）

②
住
宅
の
所
有
権
を
証
明
で
き
る

文
書
の
写
し

③
工
事
請
負
契
約
書
ま
た
は
請
書

の
写
し

④
工
事
内
訳
明
細
書
の
写
し（
助

成
対
象
工
事
と
他
の
工
事
を
分

離
し
た
も
の
）

⑤
工
事
箇
所
の
図
面
お
よ
び
工
事

着
手
前
の
写
真（
撮
影
日
が
分

か
る
も
の
）

⑥
申
請
者
の
属
す
る
世
帯
全
員
の

納
税
証
明
書

⑦
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る

書
類

事
業
の
期
間

　

平
成
23
年
４
月
１
日
〜

 

平
成
24
年
３
月
31
日

※
申
請
件
数
が
予
定
を
超
え
た
場

合
、
助
成
を
打
ち
切
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

◎
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受
入
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制
度
が
始
ま
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ま
し
た


